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 小中一貫教育の充実（ 児童生徒の交流・ ブロ ッ ク 合同教職員研修）  

 
 家庭、 地域と の連携・ 信頼関係の構築  

 
 学校評価の活用（ 小中合同学校運営協議会での共有）  

 
 開かれた学校づく り の推進  

 

≪学校教育目標≫ 

＜目指す子ど も 像＞ 

（ １ ） 自分の思いや考えを 分かり やすく 、 他者へ伝える こ と ができ る 。  
（ ２ ） 自身の意志や考えに基づき 、 行動する こ と ができ る 。  
（ ３ ） 自分や他者を大切にでき る 。  

 

＜目指す教職員像＞ 

（ １ ）「 子ど も の心」 に寄り 添い、 支える こ と ができ る 。  
（ ２ ） 生徒に考え、 気づかせ、 かま いすぎず伴走者ができ る 。  
（ ３ ）「 専門職」 と し て授業を 大切にし 、 探究し 学び続ける 。  

 

育みたい資質・ 能力 
 
●つながる 力 
  他者と の関係を築く こ

と のでき る 力 
 
●そう ぞう する 力 
 ・ 相手の気持ちや未来の

自分の姿を想像する 力 
 ・ 新し いこ と を生み出

し 、 社会や人生を 豊かに
する 創造力 

 
●こ う どう する 力 

自ら の判断のも と 、 自
ら 動き 出せる 力 

 
こ れら ３ つの力を支える  

土台は「 健康に生き る 力」
である 。  

小中一貫 ９ 年間の教育目標 
めざす子ど も 像 

☛

☛

☛

☛

～自ら 学ぶ力を高め、 豊かな人権感覚を 育み、  

心身の健康を保ちながら ～ 

めざす教職員像 

子ども に背中を見せる こ と ができ る 教職員集団 

 学校教育目標の具現化に向けて、 職責を自覚し 、 自

己研鑽に努め、 教職員と の連携を深めながら 、 粘り 強

く 実践でき る 教職員集団をめざす 

めざす学校像 

たく ま し く 社会を 生き 抜く こ と ができ る 子ど も を

育むこ と を第１ に考え、 地域の特性を踏まえ、 地域の

中で，地域と と も に歩むこ と ができ る 学校づく り をめ

ざす    『 地域が誇れる 学校をめざし て』  

↑ 

↑ 



４ Ｋ ス タ ンダード  

●４ Ｋ  ９ 年間の教育目標 

 「 互いの生き 方・ 考え方を尊重し 合える 関係を築き 、  

      自己の可能性を 信じ 、進も う と する 児童生徒の育成」 

●４ Ｋ  ９ 年間でめざす子ど も 像 

〇つながろ う と する 子 

〇そう ぞう し よ う と する 子 

〇こ う ど う し よ う と する 子 

◇『 自ら 行動する 姿をめざそう 』（ 研究）  

・ 自分で課題を見つけ、 解決し よ う 。  

・ 友達と 話し 合っ て、 考えを 深めたり 広げたり し よ う 。  

・ 相手意識を も っ て発信し よ う 。  

 

◇『 自分も 人も 大事にでき る 人になろう 』 ～自分大好き ・ 友達大好き ・ こ の町大好き ～（ 人権）  

   ・ 自分も 人も 認め、 お互いに個性を 伸ばし ていこ う 。  

   ・ 自分も 人も お互いに居場所のある ま ちにし よ う 。  

 

◇『 人にやさ し く し よ う 』 ～自ら 考え、 判断し て行動し よ う ～（ 生指）  

   ・ 自分から あいさ つし よ う 。  

   ・ みんなが気持ちよ く すごせる 場所をつく ろう 。  

・ 自分も の、 みんなのも のを 丁寧に扱おう 。  

 

◇『 つながり を 土台に、 自分（ たち） で考え、 行動でき る 人になろう 。』（ 児童会生徒会） 

   ・ 気持ちのよ い「 あいさ つ・ 返事」 から 「 素敵なつながり 」 を 築いていこ う 。  

   ・「 思いやり 」 と 「 感謝」 の気持ちを 、「 言葉」 と 「 行動」 で伝えていこ う 。  


